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１．概要（Summary）： 

アルカリ金属およびバッファガスを封入した原子

磁気センサ用アルカリ金属蒸気セル(セル)を微細加工

技術で実現するために，高効率なアルカリ金属生

成を実現するアルカリ金属ソースタブレット

(AMST: Alkali Metal Source Tablet)を提案し，

有用性の実証に取り組んだ．AMST は多孔質構造のア

ルミナまたはマイクロピラーアレイを付与したシリ

コン(Si)基板表面に，300 C程度でアルカリ金属を生

成するアジ化バリウムと塩化アルカリ金属の混合試

薬を析出させることで，2 層構造となる試薬間の接触

面積を増大させて高いアルカリ金属生成効率を実現

するアルカリ金属発生源である． 

 

２．実験（Experimental）： 

微細構造による表面積増大の影響を調べる

ために試薬を析出させる表面積をパラメータ

としたカリウム (K)生成効率の比較実験を行っ

た．高速マスクレス露光機を用いて 20, 40, 80, 160, 

320, 640 m径のピラー形状をパラーニング後，ドラ

イエッチング装置により酸化膜を除去，エスクリーン

によりクロムを除去した後に，深堀ドライエッチング

装置によりシリコンの深堀エッチングを行い，高さ

525 m を有するシリコンのピラー構造を形成した．

アジ化バリウムと塩化アルカリ金属の混合試薬を析

出後，真空中で，280Cで 1時間加熱してカリウム生

成を行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

微細構造表面に混合試薬を析出することで，

フラットな面（未加工面）に混合試薬を析出す

る方法に比べて高い生成効率が得られること，

生成効率と微細構造の表面積の関係には最適

値が存在し，一定値以上では生成効率が低下す

ることを明らかにした．最適値が存在するメカ

ニズムを明らかにするため，試薬析出後の多孔

質アルミナ断面およびシリコンピラー構造の

表面を観察した．その結果，一定値以上の表面

積を有する微細構造では，2 種類の試薬の析出

速度差に起因した分離構造が形成されるので，

アルカリ金属の生成効率が低下することわか

った．  

 

Fig.1 Yield of K dependence on surface area 

 

４．その他・特記事項（Others）： 

本研究は，文部科学省イノベーションシステム整備

事業，先端融合領域イノベーション創出拠点形成プロ

グラム「高次生体イメージング先端テクノハブ」より

支援を受けたものである． 
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